
●みなとみらい駅（東急東横線直通みなとみらい
線）下車、徒歩3分。「クイーンズスクエア横浜連
絡口」改札（地下3階）より左方向。クイーンズス
クエア横浜内の吹き抜けエスカレーター（赤）を1
階まで上がり左方向、クイーンモール左奥。

●桜木町駅（JR京浜東北線・根岸線／横浜市
営地下鉄）下車、徒歩12分。みなとみらい方面
の「動く歩道」から、ランドマークプラザ経由（3
階から1階へ）でクイーンズスクエア横浜、クイー
ンモール左奥。

■交通のご案内

〒220-0012横浜市西区みなとみらい2-3-6 TEL：045-682-2020　FAX：045-682-2023

●やむを得ぬ事情により、出演者や曲目など内容に変更が生じる場合がございます。あらかじめご了承ください。
●チケットは如何なる場合（紛失・盗難・破損等）も再発行いたしません。
●お買い求めいただいたチケットは公演中止の場合を除き、変更・払い戻しはいたしません。
●公演中止の場合に、旅費等の補償はできません。チケット券面額以外は一切ご返金できません。

メンバーはホール主催公演などのチケットの割引、先行
発売のサービスはもちろん、魅力的な特典をお楽しみ
いただけます。ぜひ資料をご請求ください。

Miraist Club のご案内

生後6ヶ月から小学生までのお子様を、お預かりする託児サービスがございます。
予約制：先着10名様・お一人様2,100円（税別）。 公演の3ヶ月前から5日前までの予約受付。

■託児サービス

【お問合せ・ご予約】 株式会社 明日香 0120-165-115  通話料無料で携帯電話・PHSからもご利用いただけます。
※フリーダイヤルがつながらない場合03-6912-2125（通話料有料）（月～金：9:00～17:00）

横浜みなとみらいホール チケットセンター 
045-682-2000（10:00～17:00）

横浜みなとみらいホール

1991年愛知県生まれ。3歳よりピアノを始め、これまでに浜松国際ピアノコンクール第3位、シド
ニー国際ピアノコンクール第5位ならびに3つの特別賞、リーズ国際ピアノコンクール第5位、ボ
ン・テレコム・ベートーヴェン国際ピアノコンクール第2位を受賞。2005年、第3回東京音楽コン
クールにおいて第1位ならびに審査員大賞(全部門共通)受賞。以来、国内外の主要オーケスト
ラと共演しており、日本、ドイツをはじめヨーロッパ各地でソロリサイタル、室内楽、古楽器による演
奏活動を定期的に行っている。その演奏は《類稀なる時間の感覚。まるで素晴らしい指揮者によ
るオーケストラの演奏を聴いているよう(パヴェル・ギリロフ)》《卓抜な詩的感性、そして哲学的叡
智を具えた芸術家(濱田滋郎)》などと評されている。2019年4月ウィーン国立歌劇場、ウィーン・
フィルのメンバーで編成される「トヨタ・マスター・プレイヤーズ，ウィーン」のソリストに抜擢された。
録音は「遙かなる恋人に寄す―シューマン「幻想曲」からの展望―」(2011)、「夜の肖像」
(2014)、「黄昏に-ブラームス／リスト／ベルク作品集」(2016)がそれぞれフォンテックから発
売され、レコード芸術をはじめとする主要紙において好評を得ている。2019年秋に最新のソロ
アルバムをリリース予定。愛知県立明和高等学校音楽科を経て東京藝術大学に入学、2011年
よりベルリン芸術大学ピアノ科で学び、最優秀の成績で卒業。これまでに伊藤恵、エヴァ・ポブ
ウォッカ、ライナー・ベッカーの各氏に師事。現在はフランクフルト音楽・舞台芸術大学に於いて
イェスパー・クリステンセン氏のもと、歴史的奏法の研究に取り組んでいる。
オフィシャルサイト http://tomoki-kitamura.com/

北村 朋幹（ピアノ）  Tomoki Kitamura, Piano

東京六人組

2020年

3/13（金）大ホール ［第1部］ 

 プーランク：六重奏曲 FP100  他

［第2部］ 

 ブラームス：ピアノ四重奏曲 第1番 ト短調 

 Op.25 (六重奏版）  他

今後の「みなとみらいクラシック・マチネ」公演

一般発売

9/12（木）

Ⓒ武藤章

　あふれ出る感性と思慮深い音楽性で聴き手の心を引き寄せる、北村朋幹。浜松国際ピアノコンクール、シドニー国際
ピアノコンクール、リーズ国際ピアノコンクール、ボン・テレコム・ベートーヴェン国際ピアノコンクール等数々のコンクール
に入賞を果たし、現在は留学先のドイツを拠点に国内外で活躍の場を広げている。
　ブラームスを軸とした今回のプログラムは、小品の魅力が凝縮された曲目を中心に、音楽を深く追求し考え抜かれてい
る。ブラームスの小品集の中でも晩年の傑作群が《作品116～119》であり、今回はこの4つの小品集を一度に取り組む。
晩年の孤独感や心情が作品に味わい深さをひき立たせ、1日で聴くことでより音楽の深さを感じることができるだろう。
また、今回ブラームスとともに演奏されるヴェーベルンとベルクは、長調や短調といった調性にとらわれず、無調や十二
音技法（平均律の半音階12音による音列で構成する作曲法）により調性感を持たない新たな音楽を切り開いた作曲家
だが、ブラームスの晩年と同じウィーンで作品を生み出している。“ブラームスと一緒に弾くことで、この3人の作曲家を
一つの流れの上で感じることができたら”という、北村の想いが込められた彼らしい選曲である。
　彼の創り出す世界観と紡ぎ出す音楽にぜひ耳を傾けていただきたい。

ⒸTAKUMI  JUN

上野由恵（フルート） 荒 絵理子（オーボエ）
金子 平（クラリネット） 福士マリ子（ファゴット）
福川伸陽（ホルン） 三浦友理枝（ピアノ）


